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総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

Ｑ　
今
回
調
達
す
る
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
は
何
年
間
の
使
用
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
問
う
。

Ａ　
20
年
間
の
使
用
を
目
安
に
し
て
い
る
。

●
令
和
元
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て�

　
補
正
予
算
額

�

４
億
５
，
８
５
６
万
７
千
円

【
歳
入
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
国
庫
補
助
金

�

４
，
７
８
６
万
９
千
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
売
上
金

�

１
億
３
，
６
０
０
万
円

・
土
地
売
払
収
入�
�

３
，
４
０
６
万
３
千
円

【
歳
出
】

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費

�

１
億
８
，
３
８
６
万
９
千
円

�

・
白
石
墓
地
移
転
事
業
費

�

１
３
８
万
９
千
円

Ｑ　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
対
象
者
の

う
ち
、
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
は
、
情
報

の
取
り
扱
い
に
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が
、

対
応
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
期
間
内
に
使
用
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
払
い
戻
し
は
可
能
か
問
う
。

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
化
学

�
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
大
Ⅰ
型
））

　
入
札
の
結
果
、９
，６
０
７
万
４
千
円�

で
落
札
さ
れ
た
。

Ｑ　
本
件
の
調
達
に
よ
り
、
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
火
災
等
で
対
応
で
き
る
車
両

は
何
台
に
な
る
か
問
う
。

Ａ　
現
在
は
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

と
同
様
の
機
能
を
持
つ
車
両
を
１
台
所
有

し
て
お
り
、
本
件
の
調
達
に
よ
り
、
２
台

で
対
応
で
き
る
体
制
と
な
る
。

Ａ　
引
換
券
で
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

購
入
さ
れ
る
こ
と
で
対
象
者
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
非
課
税
世
帯
と
子

育
て
世
帯
で
、
引
換
券
の
区
別
は
し
な
い

の
で
、
非
課
税
世
帯
と
わ
か
る
こ
と
は
な

い
よ
う
に
配
慮
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
期
間
内
に
使
用
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
払
い
戻
し
は
で
き
な
い
。

　
た
だ
し
、
期
間
は
２
０
２
０
年
３
月
末

ま
で
と
長
め
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
活
用
し
、
期
間
の

周
知
を
十
分
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
歳
出
の
衛
生
費
に
お
け
る
白
石
墓
地

移
転
事
業
に
用
地
買
収
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
算
定
根
拠
に
つ
い
て
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
歳
入
で
は
、
財
産
収
入
と
し
て
、

市
営
御
園
２
・
３
号
棟
の
跡
地
に
係
る
土

地
売
払
収
入
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
算
定
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
白
石
墓
地
移
転
事
業
の
用
地
買
収
費

に
つ
い
て
は
、
国
の
示
す
鑑
定
評
価
に
基

づ
き
算
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
営
御
園

２・
３
号
棟
の
土
地
売
払
収
入
に
つ
い
て

は
、
広
島
国
道
事
務
所
が
不
動
産
鑑
定
評

価
額
等
に
よ
り
調
査
の
う
え
提
示
し
た
額

を
ベ
ー
ス
と
し
て
算
定
し
て
お
り
、
不
動

産
評
価
審
議
会
で
審
議
も
経
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
２
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

同型の化学消防ポンプ自動車
※東京消防庁ホームページより引用

大竹市プレミアム付商品券

イメージです。

イメージです。
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生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

Ｑ　
広
島
県
の
『
放
置
艇
解
消
の
た
め
の

基
本
方
針
』
に
お
い
て
は
、
漁
港
も
対

象
と
さ
れ
て
い
る
。
漁
港
で
は
、
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
と
漁
船
が
混
在
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
と
思
う
が
、
港
湾
で
の
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
艇
解
消
の
対
策
に

よ
り
、
漁
港
へ
の
影
響
が
出
な
い
よ
う
、

県
や
漁
協
と
の
調
整
・
協
力
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
問
う
。

Ａ　
大
竹
市
内
の
漁
港
は
、
市
が
所
有
・

管
理
し
て
い
る
。
他
の
港
湾
で
は
放
置

艇
の
対
策
に
よ
り
、
市
内
の
漁
港
に
移
っ

て
く
る
な
ど
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

広
島
県
や
地
元
の
漁
港
と
も
協
議
し
、
周

知
期
間
も
設
け
な
が
ら
、
適
正
な
管
理
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

●�
広
島
県
と
大
竹
市
と
の
間
に
お
け
る

港
湾
管
理
事
務
の
事
務
委
託
に
関
す

る
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

Ｑ　
規
約
の
変
更
に
よ
っ
て
、
大
竹
市
の

事
務
か
ら
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
係
留

に
関
す
る
事
務
を
除
く
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
広
島
県
で
は
、
『
放
置
艇
解
消

の
た
め
の
基
本
方
針
』
を
策
定
し
て
い
る

が
、
大
竹
市
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放

置
艇
に
対
す
る
今
後
の
関
わ
り
方
、
及
び
、

大
竹
市
内
の
港
湾
・
漁
港
に
係
留
中
の
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
数
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
規
約
の
改
正
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
の
管
理
を
広
島
県
へ
と
移
す
も
の
で

あ
る
。
今
後
数
年
間
は
、
広
島
県
が
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
艇
の
管
理
・
指
導

等
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
県

は
現
場
に
職
員
を
配
置
し
て
お
ら
ず
、
将

来
的
に
は
大
竹
市
と
連
携
・
協
力
が
必
要

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
竹
市
内
に
係
留
中
の
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
数
に
つ
い
て
は
、
港
湾

で
は
、
小
方
港
に
38
隻
、
飛
石
港
に
24
隻
、

小
方
南
港
に
40
隻
、
全
体
で
１
０
２
隻
で

あ
る
。
漁
港
で
は
、
玖
波
漁
港
に
99
隻
、

阿
多
田
漁
港
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

●
大
竹
市
家
庭
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｑ　
現
在
、
大
竹
市
内
に
家
庭
的
保
育
事

業
の
実
施
事
業
所
が
な
い
が
、
そ
の
理
由

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
待
機
児
童
の
現
状
と
推
移
、
国

の
定
義
す
る
待
機
児
童
に
は
該
当
し
な
い

が
、
実
質
的
に
待
機
児
童
と
な
っ
て
い
る

児
童
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
家
庭
的
保
育
事
業
は
、
３
歳
未
満
児

を
預
け
る
事
業
で
あ
り
、
実
施
す
る
事

業
者
が
い
れ
ば
、
保
育
の
受
け
皿
の
拡
充

が
期
待
で
き
る
。
大
竹
市
で
も
、
実
施
希

望
者
に
は
協
力
し
た
い
と
考
え
、
補
助
制

度
も
設
け
て
お
り
、
相
談
を
受
け
た
こ
と

は
あ
る
が
事
業
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

大
竹
市
で
は
、
一
般
の
児
童
を
受
け
入
れ

る
認
可
外
保
育
所
が
な
い
こ
と
や
、
児
童

の
人
口
の
状
況
な
ど
が
、
実
施
さ
れ
て
い

な
い
理
由
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
の
定
義
す
る
待
機
児
童
は
、

保
育
所
の
開
所
時
間
と
保
護
者
の
就
労
時

間
の
関
係
か
ら
、
送
迎
が
難
し
く
、
特
定

の
保
育
所
で
な
い
と
預
け
ら
れ
な
い
場
合
、

及
び
地
理
的
な
条
件
や
、
交
通
手
段
が
な

く
、
特
定
の
保
育
所
で
な
い
と
通
え
な
い

場
合
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の
特
定
の
保
育

所
に
空
き
が
な
く
、
入
所
で
き
な
い
状
況

を
い
う
。
こ
う
し
た
待
機
児
童
の
大
竹
市

の
状
況
は
、
平
成
29
年
度
は
11
名
、
平
成

30
年
度
は
３
名
、
現
在
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

一
方
で
、
大
竹
市
内
に
入
所
可
能
な
保
育

所
は
あ
る
が
、
他
に
希
望
す
る
保
育
所
が

あ
り
、
そ
の
保
育
所
に
空
き
が
な
く
入
所

出
来
な
い
「
私
的
理
由
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
は
４
名
で
、
現
在
、
同
様
の
児
童
は
15

名
お
り
、
い
ず
れ
も
３
歳
未
満
児
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
児
童
に
は
、
保
育
士
の
増
員
に

よ
り
対
応
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
１
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

飛石港

大竹保育所

第２回定例会は，令和元年６月４日～６月17日の14日間行われました。
詳細については，令和元年９月ごろに本会議録が製本されますので，市ホームページ，
市情報公開コーナー，図書館等でご覧ください。市ホームページで録画中継もご覧いただけます。
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山本　孝三
　●子ども・子育て支援法の一部を改正する法律案について

　●子ども権利条約について

　●介護保険事業について

小田上　尚典
　●地域 BWAを活用した公衆無線 LANの整備について

山崎　年一
　●大規模太陽光発電開発の現状と課題について

末広　和基
　●�私の３月本会議一般質問に際し、ご答弁いただいた内容

への継続質問「行政組織文化」に関連して、事例として
複合施設建設事業への組織横断的取組みに必要な要件を
掘り下げて伺います。

　●�工務系の部署において十分記録されているデータが、断
面的・継続的な視点で分析・解析に向け情報化・活用化
されていないことについて

　●�中小製造業に絞った統計情報を踏まえて、地域活動にお
ける関係について

田中　実穂
　●無償化二法が成立した。その準備について
　●少子高齢化・人口減少対策について
　●防災減災対策について

　
　

法
の
成
立
過
程
の
審
議
に
お
い

て
も
賛
否
の
両
論
あ
り
ま
し
た
。
こ

と
し
10
月
実
施
予
定
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
に
つ
い
て
ど
う
受
け
止

め
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
　
安
全
で
快
適
な
保
育
環
境
の
整
備
と

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
一
段
と
重
要
に

な
る
と
考
え
て
お
り
、
公
立
保
育
所
等
の

再
編
整
備
を
着
実
に
実
施
し
ま
す
。

　
　

第
八
期
事
業
計
画
の
策
定
は
ど

う
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
留
意
す
べ
き
こ
と
、

配
慮
す
べ
き
こ
と
を
、
ど
う
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

　
　
保
険
料
水
準
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
た
う
え
で
の
施
設
整
備
の
検
討
や
、
住

民
同
士
の
支
え
あ
い
の
た
め
の
事
業
の
拡

充
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
か

ら
日
本
政
府
へ
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
勧
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
長　
い
じ
め
の
未
然
防
止
等
の
取
組

の
充
実
、
体
罰
根
絶
の
た
め
の
研
修
の
継

続
、
虐
待
の
発
見
へ
の
児
童
生
徒
の
心
身

状
態
の
把
握
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

山本　孝三

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

�

一
部
改
正
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

子
ど
も
権
利
条
約
に
つ
い
て

問

問

問
答

答 答
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弥
栄
ダ
ム
上
流
に
、
三
か
所
の

大
規
模
太
陽
光
発
電
が
計
画
・
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
に

は
、
カ
ド
ミ
ニ
ウ
ム
や
鉛
、
セ
レ
ン

な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害

や
事
故
で
老
朽
化
し
た
パ
ネ
ル
な
ど

か
ら
、
有
害
物
質
が
流
出
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
電
環
境
を

維
持
す
る
た
め
除
草
剤
や
パ
ネ
ル
洗

浄
な
ど
薬
剤
が
使
用
さ
れ
る
と
、
玖

島
川
や
高
祖
川
な
ど
か
ら
弥
栄
ダ
ム

へ
流
入
し
ま
す
。

　

弥
栄
ダ
ム
の
水
は
、
広
域
な
住
民

に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
質
汚
染

や
事
故
な
ど
の
場
合
、
生
活
環
境
の

悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

他
市
で
は
条
例
を
制
定
し
、
事
業

者
と
住
民
の
良
好
な
関
係
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
環
境
の
継
続
的
調
査
を

義
務
づ
け
る
な
ど
、
事
業
の
健
全
な

推
進
と
住
民
の
生
活
の
安
全
を
守
る

べ
き
で
す
。
環
境
影
響
評
価
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　

環
境
影
響
評
価
は
、
大
規
模
開
発
等

に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
事
業
者
自
ら
が

事
前
に
調
査
・
予
測
・
評
価
し
、
住
民
や

地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
、
環
境

保
全
の
観
点
で
よ
り
良
い
事
業
計
画
と
す

る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
環
境
影
響
評

価
法
等
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
太
陽

光
発
電
施
設
は
、
現
時
点
の
法
律
や
広
島

県
条
例
で
は
評
価
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、

事
業
者
の
実
施
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
を

評
価
対
象
と
す
る
よ
う
国
が
検
討
を
進
め

て
お
り
、
一
定
の
発
電
出
力
以
上
の
施
設

は
、
早
け
れ
ば
来
年
度
か
ら
法
令
に
よ
る

評
価
の
実
施
が
適
用
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
広
島
県
条
例
で
も
太
陽
光
発
電
施
設
を

環
境
影
響
評
価
の
対
象
と
し
、
国
の
基
準

以
下
の
発
電
出
力
の
施
設
も
対
象
と
し
て

検
討
す
る
よ
う
、
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

　
　

大
竹
市
に
お
い
て
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ

を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

　

一
般
の
事
業
者
が
運
営
さ
れ
る
の

で
す
が
、
公
共
施
設
２
箇
所
に
電
波

塔
が
設
置
さ
れ
る
計
画
が
あ
り
、
災

害
時
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
こ
れ
を
平
時
か
ら
活
用

す
る
こ
と
で
公
共
施
設
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
活
用
で
き
る

ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
し
て
い
る
自
治

体
の
３
割
が
運
用
の
規
定
な
ど
が
無

く
、
実
際
に
利
用
で
き
な
い
と
い
っ

た
こ
と
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

本
市
に
お
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　
　
市
の
負
担
な
く
高
速
無
線
通
信
の
可

能
な
環
境
が
整
備
さ
れ
る
た
め
、
有
効
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
者
か
ら
の
提
案
の
際
に
、
平
常
時
に

お
け
る
活
用
方
法
を
い
く
つ
か
検
討
し
ま

し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
公
共
施
設
に
お
い

て
常
時
開
放
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
施
設
管
理
の
点
で
課
題
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
当
初
の
目
的

で
あ
る
災
害
時
の
活
用
に
支
障
を
来
た
さ

な
い
よ
う
、
慎
重
に
平
常
時
の
活
用
方
法

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ご
提
案
の
あ
り
ま
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
も
含
め
て
再
度
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
避
難
所
で
の
運
用
方
法
や
開
設
手
順
は
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
※
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
（
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
）
と
は
、
市
町

村
内
に
お
け
る
情
報
の
地
域
間
格
差
の
解
消
、
地
域
の
公
共
の

福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
高
速
無
線
通
信
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

山崎　年一

小田上尚典

ネ
ッ
ト
環
境
整
備
を

�

災
害
時
だ
け
で
な
く
平
時
に
も

太
陽
光
発
電
事
業
と

�

弥
栄
ダ
ム
の
水
質
汚
染
を
問
う

問

問

答

栗谷町後原地区太陽光発電予定地

答

2019（令和元年）.8　市議会だより 5

市の考えを問う



　
　
“
行
政
組
織
文
化
”
に
関
連
し
て
、

複
合
施
設
建
設
事
業
へ
の
組
織
横
断

的
取
組
み
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
、
必

要
と
な
る
新
た
な
会
計
制
度
へ
の
取

組
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
　
公
共
施
設
の
総
延
床
面
積
を
30
年
間

で
20
％
削
減
す
る
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ど
の
施
設
を
廃
止
す
る
か
の
検
討
や
住
民

へ
の
説
明
に
セ
グ
メ
ン
ト
分
析
は
不
可
欠

な
た
め
、
今
後
、
幅
広
く
職
員
が
関
わ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

※
セ
グ
メ
ン
ト
分
析
と
は
、

設
置
目
的
や
地
域
な
ど
で

施
設
を
分
類
し
、
利
用
状

況
や
老
朽
度
、
必
要
と
な

る
費
用
な
ど
を
分
析
す
る

こ
と
。

末広　和基

前
回
一
般
質
問
へ
の

�

答
弁
に
対
し
て
継
続
質
問

中
小
製
造
業
の

�

地
域
活
動
参
画
に
つ
い
て

工
務
系
デ
ー
タ
の

断
面
的
・
継
続
的
な
分
析
・
活
用

　
　

中
小
製
造
業
の
現
状
を
把
握
す

る
中
で
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動

組
織
と
の
関
係
性
の
見
直
し
を
通
じ
、

こ
れ
か
ら
の
可
能
性
を
伺
い
ま
す
。

　
　
自
治
会
の
組
織
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
な
か
、
企
業
と
地
域
の
住
民
と
が
協

議
を
重
ね
、
新
し
い
協
働
の
形
が
で
き
れ

ば
、
両
者
と
も
有
意
義
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
　

事
故
断
水
工
事
記
録
の
よ
う
な

土
木
建
設
関
連
等
の
記
録
で
、
規
定

通
り
の
デ
ー
タ
形
式
だ
け
で
な
く
、

活
用
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
形
式
の

事
例
を
伺
い
ま
す
。

　
　
問
合
せ
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
事
案
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
類

似
情
報
や
過
去
の
事
案
等
を
検
索
し
、
迅

速
・
適
切
な
対
応
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
　

子
育
て
や
教
育
の
負
担
軽
減
を

求
め
る
声
に
応
え
て
の
政
策
で
あ
り
、

該
当
す
る
世
帯
に
は
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
万
全
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
認
可
保
育
所
等
の
保
育
事
業
者
や
保

護
者
へ
の
周
知
、
例
規
整
備
、
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
、
滞
り
な
く
準
備
を
進
め
ま
す
。

教
育
長　
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
事
業
の
対

象
者
等
へ
の
周
知
、
例
規
整
備
な
ど
、
漏

れ
の
な
い
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
　

最
近
の
災
害
は
頻
発
化
し
、
激

甚
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
砂

防
ダ
ム
や
砂
防
堰
堤
の
建
設
の
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

約
７0
基
の
堰
堤
を
整
備
し
、
現
在
は

小
方
地
区
、
白
石
地
区
で
工
事
中
で
す
。

ま
た
、
未
整
備
の
土
石
流
危
険
渓
流
で
の

砂
防
事
業
を
国
や
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　

二
〇
四
〇
年
高
齢
者
人
口
が

ピ
ー
ク
を
む
か
え
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
急
増
な
ど
へ
の
対
応
が
急
務

で
す
。
長
生
き
し
て
良
か
っ
た
、
大

竹
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
「
幸
齢
社
会
」
に
向
け
た

施
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

い
き
い
き
百
歳
体
操
を
通
じ
、
地
域

の
方
が
定
期
的
に
集
ま
る
こ
と
で
、
顔
な

じ
み
と
な
り
、
困
っ
た
と
き
に
支
え
合
え

る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

田中　実穂

子
育
て
教
育
の
無
償
化
二
法
の

�

成
立
に
つ
い
て

防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
と

�
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問
答

問問
答答

答

答答

問

問

問

質問の根拠となった
『百万人の訪問アンケート調査』
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議　案　な　ど

児
玉
朋
也

小
田
上
尚
典

末
広
和
基

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

大
井
　
渉

網
谷
芳
孝

藤
井
　
馨

山
崎
年
一

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

田
中
実
穂

山
本
孝
三

審議結果

議案第３５号
大竹市家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第３７号
広島県と大竹市との間における
港湾管理事務の事務委託に関
する規約の変更について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第３８号
財産の取得について（化学消防
ポンプ自動車（大Ⅰ型））

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第３９号
令和元年度大竹市一般会計補
正予算（第１号）

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第２回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。
―: 議長　○ : 賛成　●：反対

意見書・陳情名
意見書・陳情提出者名

要　旨
●付託委員会
　○委員会の討論
　【委員会の結果】

【本会議の結果】

地方財政の充実・強化
を求める意見書採択に
ついての請願

大竹市職員労働組合
執行委員長　檪原　研介

　2019年度の地方財政計画では一
般財政総額は過去最高水準となっ
た。
　しかし、一般財源総額の増額分も、
国の政策に対応する財源を確保した
結果であり、地方の財政需要に対応
するためには、さらなる地方財政の
充実・強化が求められている。
　ついては、意見書を政府に送付し
ていただきたい。

○総務文教委員会

【採択】
【採択】

陳情・請願・意見書
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意見書（抜粋）

　社会保障費関連をはじめとする地方の財政需要に対応するためには、さらなる地方財政の充実・強化が求められていま
す。このため、2020 年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、歳入・歳出を的確に見積もり、人的サービスとして
の社会保障予算の充実と地方財政の確立をめざすことが必要です。つきましては、政府に以下の事項の実現を求めます。

記

１．�社会保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など、増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、
これに見合う地方一般財源総額の確保をはかること。

２．�子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、地域包括ケアシステムの構築、生活困窮者自立支援、介護保険制度や
国民健康保険制度の見直しなど、急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予算の確保およ
び地方財政措置を的確に行うこと。とりわけ、保育の無償化に伴う地方負担分の財源確保を確実にはかること。

３．�地方交付税における「トップランナー方式」の導入は、地域によって人口規模・事業規模の差異、各自治体における
検討経過や民間産業の展開度合いの違いを無視して経費を算定するものであり、廃止・縮小を含めた検討を行うこと。

４．「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている１兆円について、引き続き同規模の財源確保をはかること。
５．2020 年度から始まる会計年度任用職員の処遇改善のための財源確保をはかること。
６．�森林環境譲与税の譲与基準については、地方団体と協議を進め、林業需要の高い自治体への譲与額を増大させるよう
見直しを進めること。

７．�地域間の財源偏在性の是正のため、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から地方税への税源移譲を行うなど、
抜本的な解決策の協議を進めること。

　　�同時に、各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証した上で、代替財源の確保を
はじめ、財政運営に支障が生じることがないよう対応をはかること。

８．�地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例の終了を踏まえた新たな財政需要
の把握、小規模自治体に配慮した段階補正の強化などの対策を講じること。

９．�依然として４兆円規模の財源不足があることから、地方交付税の法定率を引き上げ、臨時財政対策債に頼らない地方
財政を確立すること。

10．自治体の基金残高を、地方財政計画や地方交付税に反映させないこと。

以上、地方自治法第 99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　令和元年６月 1７日
� 大　竹　市　議　会

（提出先）内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、内閣府特命担当大臣

政務活動費の公開について
　平成 30年度分政務活動費収支報告書を市ホームページで公開しています。
　　【大竹市ＨＰ→市議会のページ→議会の活動や記録→政務活動費】
　領収書については情報公開の手続きが必要となりますのでご了承ください。
　詳しくは、大竹市議会事務局までお問い合わせください。
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議会 日誌 5 月～7 月

５月� 15 日 基地周辺対策特別委員会

22日 広島県市議会議長会定例会（広島市）

23日 生活環境委員協議会

28日 議会運営委員会

29日 中国市議会議長会定期総会（防府市）

30日 石油基地防災対策都市議会協議会総会（東京都）

６月� ４日 本会議

広報広聴特別委員会

６日 総務文教委員会

７日 生活環境委員会

基地周辺対策特別委員会

10日 災害時クイックガイドの検証（協議）

11日 全国市議会議長会定期総会（東京都）

13日 災害時クイックガイドの検証（訓練）

7日 各派代表者会議

本会議

生活環境委員協議会

議会運営委員会

26日 広報広聴特別委員会

27日 佐伯郡地方振興財団理事会・評議員会

７月� ４日 大竹・和木・岩国地域議会環境対策協議会

８日 広報広聴特別委員会

９日 国道２号関係・国道 54号関係期成同盟会総会

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
議
会
で
は
予
算
や
条
例
を
は
じ
め

行
政
に
対
す
る
一
般
質
問
な
ど
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
審
議
を

し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
で
き
ま

す
の
で
、
議
会
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

９
月
議
会
日
程
（
予
定
）

　
本
会
議	

９
月
４
日
（
水
）

　
　
〃	

９
月
５
日
（
木
）

　
　
〃
（
予
備
日
）	

９
月
６
日
（
金
）

　
　
〃	

９
月
17
日
（
火
）

　
　
〃
（
予
備
日
）	

９
月
18
日
（
水
）

　
常
任
委
員
会	

９
月
19
日
（
木
）

　
　
〃	

９
月
20
日
（
金
）

　
本
会
議	

９
月
27
日
（
金
）

全国市議会議長会議員一般表彰
（敬称略）

【市議会議員15年以上表彰】
細川　雅子

中国市議会議長会議員特別表彰
（敬称略）

【市議会議員16年以上特別表彰】
寺岡　公章

お
知
ら
せ

　
新
た
に
本
会
議
場
に
車
い
す
用

傍
聴
席
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
市
役
所
５
階
の

大
竹
市
議
会
事
務
局
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
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市
議
会
だ
よ
り
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広
報
広
聴
特
別
委
員

　
委 

員 

長	

寺		

岡		

公		

章

　
副
委
員
長	

末		

広		

和		

基

	
	

北		

地		

範		

久

	
	

西		

村		

一		

啓

	
	

和		

田		

芳		

弘

	
	

大		

井				

　
渉

	
	

網		

谷		

芳		

孝

第25回のインタビューは、「小方中学校生徒会執行部」生徒会長　西川翔也さんです。

ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　
今
年
は
「
日
進
月
歩
」
と
掲
げ
、
基
本

を
忘
れ
ず
日
々
精
進
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

小
方
中
で

受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
の
紹
介
を
！

　
一
昨
年
か
ら
「
あ
・
そ
・
ぼ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
生
徒
会
役
員

と
し
て
は
自
分
達
で
取
り
組
ん
で
い
く
姿

勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
小
方
中
の
伝
統
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
「
あ
・
そ
・
ぼ
」
と
は
、
あ
い
さ
つ
・
そ

う
じ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

現
在
の
大
竹
市
議
会
は
８
月
末
で
任

期
満
了
と
な
り
、
こ
の
市
議
会
だ
よ
り

が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
の
は
、
市

議
会
議
員
選
挙
の
期
間
中
で
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。現
在
の
委
員
構
成
と
な
っ

た
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
指
導
に
支
え
ら
れ
、

２
年
間
で
計
８
回
の
市
議
会
だ
よ
り
を

発
行
し
て
き
ま
し
た
。
議
会
の
活
動
や

審
査
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

す
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

大
竹
市
議
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と

会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、
約

１
年
間
の
試
行
期
間
の
総
括
を
終
え
、

９
月
か
ら
は
本
格
運
用
の
方
向
性
を
出

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
な
情
報
共
有
と
会
議
準
備
作
業
の

効
率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
当
た
り
前

の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
生
活
に
入
り
込
ん

で
い
る
昨
今
、
機
器
と
紙
の
良
い
と
こ

ろ
を
使
い
分
け
な
が
ら
、
今
後
も
時
代

に
あ
っ
た
手
段
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
議
会
活
動
へ
の
関
心

を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
し
て
、
現
委
員
会
の
任
期
を
終
え
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
方
中
の
特
徴
は
？

　

同
じ
校
舎
で
学
ん
で
い
る
小
方
小
学
校

と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
給
食
や
掃
除
の
時

間
を一緒
に
過
ご
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小

学
校
の
児
童
会
と
コ
ラ
ボ
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
休
憩
時
間
に
は
光
庭
（
中
庭
）
で
一
緒

に
遊
ん
で
い
ま
す
。

読
者
に
何
か
ひ
と
事
！

　
小
・
中
が
一
丸
に
な
っ
て
こ
そ
、
私
た

ち
「
小
方
学
園
」
で
す
。
秋
に
あ
る
学
園

祭
で
は
、
皆
さ
ん
に
感
動
を
お
届
け
し
た

い
。
ぜ
ひ
観
に
来
て
く
だ
さ
い
！

生徒総会の様子

生徒会役員のみなさん

発
行
・
令
和
元
年
８
月
１
日　

大
竹
市
議
会　

広
島
県
大
竹
市
小
方
一
丁
目
11-
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0
8
2
7
－
5
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第
25回

ス
マ
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ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ああ
とと
がが
きき
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